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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｒ２Ｔ１４Ｂ主相結晶粒子と、隣接する該主相結晶粒子間の粒界相とを含む希土類焼結
磁石において、前記希土類焼結磁石の任意の断面において前記主相結晶粒子の丸み度合い
を円磨度Ａで評価したときに、該円磨度Ａが０．２４以上であることを特徴とする希土類
焼結磁石。
ただし、円磨度Ａは下記式（１）により定義され、
　　　　　　　Ａ＝Σｒｉ／（Ｒｎ）　　　　　　　（１）
　ここで、ｒｉは着目する結晶粒子の角部に内接する円の半径
　　　　　Ｒは着目する結晶粒子に内接する最大円の半径
　　　　　ｎは着目する結晶粒子の角部の数
　　　　　Σは着目する結晶粒子の角部に対する和、を表す。
【請求項２】
　前記粒界相が非磁性のＲリッチ相により形成されていることを特徴とする請求項１に記
載の希土類焼結磁石。
【請求項３】
　前記粒界相が反強磁性もしくはフェリ磁性の化合物により構成されていることを特徴と
する請求項１に記載の希土類焼結磁石。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、希土類磁石に関し、さらに詳しくはＲ－Ｔ－Ｂ系焼結磁石の微細構造を制御
した希土類磁石に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｎｄ－Ｆｅ－Ｂ系焼結磁石に代表されるＲ－Ｔ－Ｂ系焼結磁石（Ｒは希土類元素、Ｔは
Ｆｅを必須元素とした一種以上の鉄族元素、Ｂはホウ素を示す）は、高い飽和磁束密度を
有することから、使用機器の小型化・高効率化に有利であり、ハードディスクドライブの
ボイスコイルモーター等に利用されている。近年では、各種産業用モーターやハイブリッ
ド自動車の駆動モーター等にも適用されつつあり、エネルギー保全等の観点からこれらの
分野への更なる普及が望まれている。ところで、ハイブリッド自動車等へのＲ－Ｔ－Ｂ系
焼結磁石の適用においては、磁石は比較的高温に晒されることになるため、熱による高温
減磁を抑制することが重要となる。この高温減磁を抑制するには、Ｒ－Ｔ－Ｂ系焼結磁石
の室温における保磁力を充分高めておく手法が有効であることは良く知られている。
【０００３】
　例えば、Ｎｄ－Ｆｅ－Ｂ系焼結磁石の室温における保磁力を高める手法として、主相で
あるＮｄ２Ｆｅ１４Ｂ化合物のＮｄの一部を、Ｄｙ、Ｔｂといった重希土類元素で置換す
る手法は良く知られている。Ｎｄの一部を重希土類元素で置換することにより、結晶磁気
異方性を高め、その結果、Ｎｄ－Ｆｅ－Ｂ系焼結磁石の室温における保磁力を充分に高め
ることができる。重希土類元素による置換以外にも、Ｃｕ元素等の添加も室温における保
磁力向上に効果があるとされている（特許文献１）。
【０００４】
　微細構造すなわち希土類磁石のＲ２Ｔ１４Ｂ主相結晶粒子および粒界相の構造を制御す
ることにより保磁力を高める方法として、特許文献２に開示の技術が知られている。特許
文献２には、正方晶金属間化合物（Ｒ２Ｆｅ１４Ｂ）主相結晶粒子と該結晶粒子間に形成
された粒界相とを有する磁性体であって、前記結晶粒子は最長幅が５００ｎｍの角丸形状
をしており、粒界相は最小幅が１ｎｍ以上である希土類磁石が開示されている。ここで、
最長幅とは主相結晶粒子を磁化容易軸（ｃ軸）に平行な面で切断したときに断面形状に表
れたｃ軸に垂直な方向における結晶粒子の最大長さであり、また、角丸形状とは前記断面
形状に角張った部位が見られないことを意味するとしている。すなわち、上記角丸形状と
は、従来のように結晶粒子が方形状ではなく、方形状を構成する角部が略円弧状になって
いる形状としている。このような構造とすることにより、結晶粒子の角部における反磁界
の影響が低減され、その結果結晶粒子における逆磁区の生成等が抑制され、磁性体の保磁
力が高まったものと考えられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－３２７２５５号公報
【特許文献２】特開２０１２－１６４７６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　Ｒ－Ｔ－Ｂ系焼結磁石を１００℃～２００℃といった高温環境下で使用する場合、室温
における保磁力の値も有効な指標の一つではあるが、実際に高温環境下に晒されても減磁
しない、若しくは減磁率が小さい、ということが重要である。主相であるＲ２Ｔ１４Ｂ化
合物のＲの一部がＴｂやＤｙといった重希土類元素で置換された組成は保磁力が大幅に向
上し、高保磁力化にとっては簡便な手法ではあるが、Ｄｙ、Ｔｂといった重希土類元素は
産出地、産出量が限られているので、資源的な問題がある。置換に伴い、例えばＮｄとＤ
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ｙとの反強磁性的な結合により残留磁束密度の減少も避けられない。上記のＣｕ元素の添
加等も有効ではあるが、Ｒ－Ｔ－Ｂ系焼結磁石の適用領域の拡大のためには、高温減磁（
高温環境下に晒されることによる減磁）抑制の更なる向上が望まれる。
【０００７】
　ところで、希土類磁石の保磁力を向上させる場合、従来以下のような指針のもとに焼結
体の微細構造が検討されてきた。すなわち、主相であるＲ２Ｔ１４Ｂ結晶粒子の形状とし
ては、磁化容易軸方向に伸張した直方体形状とし、隣接する主相粒子との間には主相粒子
間の磁気的結合を遮断する一様な厚さの粒界相が形成される構造とする。このように磁化
容易磁区方向に伸張した粒子形状とすることにより、反磁場の影響を低減し、よって保磁
力低下の要因である逆磁区の発生を抑制することが出来るとされてきた。また、主相粒子
間の磁気結合を遮断する一様な厚さの粒界相を形成することにより、隣接する粒子からの
磁気的な影響による逆磁区の発生が抑制され、結果として高い保磁力が達成され、高温減
磁率が抑制できるものと考えられていた。上記特許文献２にある、希土類磁石の主相結晶
粒を角丸形状とすると保磁力すなわち高温減磁率の抑制効果が向上するという示唆は、Ｄ
ｙ、Ｔｂといった重希土類元素を使わずに高性能な磁石を得る有力な技術の一つと思われ
るが、このような理想的な粒子形状を、粉末冶金法で工業的規模で実現することに関して
は何も開示が無い。また、角丸形状はどの程度であれば、保磁力向上、すなわち高温減磁
率の抑制に効果があるのかも不明となっている。
【０００８】
　そこで、本発明は、粉末冶金法により製造される希土類磁石において、主相結晶粒子の
粒子形状を定量的に評価し、これをもとに高温減磁率の抑制を向上した希土類磁石を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本願発明者等は、従来の粉末冶金法においても工業的規模で実現でき、高温減磁率の抑
制効果の高い主相粒子形状を鋭意検討した結果、本発明を完成させるに到った。
【００１０】
　すなわち、本発明に係る希土類磁石は、Ｒ２Ｔ１４Ｂ主相結晶粒子と、隣接する主相結
晶粒子間の粒界相とを含み、前記希土類磁石の任意の断面において、前記主相結晶粒子の
丸み度合いをＷａｄｅｌｌの円磨度（Ｒｏｕｎｄｎｅｓｓ）Ａで評価したときに、Ａが０
．２４以上であることを特徴とする。
【００１１】
　尚、Ｗａｄｅｌｌの円磨度Ａの評価方法については後述する。すなわち、本願発明者等
は、現実的に実現しうる主相結晶粒子構造を鋭意検討した結果、従来有利とされていたよ
うに主相結晶粒子を磁化容易軸方向に伸張した直方体形状とするのではなく、この従来指
針から大きく外れた、主相粒子の角部が丸みを帯びた形状、もしくは楕円体状形状とする
ことにより、上記課題を解決できることを見出し、本発明を完成させるに到った。
【００１２】
　希土類磁石の微細構造をこのような構造とすることにより、主相結晶粒子表面が滑らか
な形状となり、局所的に反磁場の影響を受けやすい領域を低減することによる逆磁区の発
生を抑えることができるとともに、隣接するＲ２Ｔ１４Ｂ主相結晶粒子間の粒界相に厚い
領域を多くすることができ、主相結晶粒子間の磁気的結合を分断し、よって隣接結晶粒子
の影響による逆磁区の発生を抑制することができ、その結果、高温減磁率を抑制すること
ができるものと考える。
【００１３】
　前記隣接するＲ２Ｔ１４Ｂ主相結晶粒子間の粒界相は、非磁性の希土類元素Ｒの濃度が
相対的に高い相（Ｒリッチ相）とするのが好ましい。さらには、反強磁性もしくはフェリ
磁性の化合物であってもよい。粒界相をこのように構成することにより、主相結晶粒子の
磁気的孤立性を向上させ、その結果、希土類磁石の高温減磁率を大幅に抑制することがで
きる。
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【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、高温減磁率の小さい希土類磁石を提供でき、高温環境下で使用される
モーター等に適用できる希土類磁石を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施形態に係る円磨度と高温減磁率の関係を示す図である。
【図２】本実施形態における円磨度の評価方法を説明する図である。
【図３】実施例の希土類磁石の微細構造を示す断面写真である。
【図４】比較例の希土類磁石の微細構造を示す断面写真である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照しながら、本発明の好ましい実施形態を説明する。尚、本発明で
いう希土類磁石とは、Ｒ２Ｔ１４Ｂ主相結晶粒子と粒界相を含む焼結磁石であり、Ｒは一
種以上の希土類元素を含み、ＴはＦｅを必須元素とした一種以上の鉄族元素を含み、Ｂを
含み、さらには各種公知の添加元素が添加されたものをも含むものである。
【００１７】
　図２は、本発明に係る実施形態の希土類磁石の断面構造を模式的に示す図である。本実
施形態に係る希土類磁石は、Ｒ２Ｔ１４Ｂ主相結晶粒子の断面形状が丸みを帯びた形状と
なるものである。
【００１８】
　先ず、図２をもとに本発明における主相結晶粒子の丸み度合いの評価指標であるＷａｄ
ｅｌｌの円磨度について説明する。本明細書においては、円磨度Ａは下記式（１）のよう
に定義される。
　　　　　　Ａ＝Σｒｉ／（Ｒｎ）　　　　　　　（１）
　ここで、ｒｉは着目する結晶粒子の角部に内接する円の半径
　　　　　Ｒは着目する結晶粒子に内接する最大円の半径
　　　　　ｎは着目する結晶粒子の角部の数
　　　　　Σは着目する結晶粒子の角部に対する和、を表す。
　この定義によれば、着目する粒子が理想的な円（球）の場合は、円磨度ＡはＡ＝１とな
る。よって、本明細書でいう円磨度は１を超えることは無い。図２の模式図でいえば、こ
の結晶粒子には５個の角部（ｎ＝５）があり、これら角部に内接する円の半径はそれぞれ
ｒ１、ｒ２、ｒ３、ｒ４、ｒ５であり、また内接する最大円の半径はＲとなっている。
【００１９】
　次に、本実施形態に係る希土類磁石の高温減磁率の評価について説明する。評価用試料
形状としては特に限定されないが、一般に多用されているように、パーミアンス係数が２
となる形状とする。先ず室温（２５℃）における試料の残留磁束を測定し、これをＢ０と
する。残留磁束は、例えばフラックスメーター等により測定できる。次に試料を１４０℃
に２時間高温暴露し、室温に戻す。試料温度が室温に戻ったら、再度残留磁束を測定し、
これをＢ１とする。すると、高温減磁率Ｄは下記式（２）により評価される。
　　　　　　Ｄ＝（Ｂ１－Ｂ０）／Ｂ０＊１００（％）　　　（２）
【００２０】
　本実施形態に係る希土類磁石においては、上記した円磨率が０．２４以上とされるので
、従来の矩形状粒子が充填された構造に較べて主相結晶粒子間の間隙が大きくなるように
構成される。このことにより、隣接する主相結晶粒子の磁気的孤立が向上し、高温減磁率
の抑制がなされる。
以下、本実施形態に係る希土類磁石の製造方法の一例を説明する。
【００２１】
　本実施形態に係る希土類磁石の組成は、元素Ｔに較べ元素ＲがＲ２Ｔ１４Ｂの化学両論
比よりも過剰となるようにする。具体的には、Ｒの原子百分率を１４．４％前後とするの
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がよい。また、本実施形態に係る希土類磁石は通常の粉末冶金法により製造することがで
き、該粉末冶金法は、原料合金を調製する調製工程、原料合金を粉砕して原料微粉末得る
粉砕工程、原料微粉末を成形して成形体を作製する成形工程、成形体を焼成して焼結体を
得る焼結工程、及び焼結体に時効処理を施す熱処理工程を有する。
【００２２】
　調製工程は、本実施形態に係る希土類磁石に含まれる各元素を有する原料合金を調製す
る工程である。まず、所定の元素を有する原料金属を準備し、これらを用いてストリップ
キャスティング法等を行う。これによって原料合金を調製することができる。原料金属と
しては、例えば、希土類金属や希土類合金、純鉄、純コバルト、フェロボロン、またはこ
れらの合金が挙げられる。これらの原料金属を用い、所望の組成を有する希土類磁石が得
られるような原料合金を調製する。
【００２３】
　粉砕工程は、調製工程で得られた原料合金を粉砕して原料微粉末を得る工程である。こ
の工程は、粗粉砕工程及び微粉砕工程の２段階で行うことが好ましいが、１段階としても
良い。粗粉砕工程は、例えばスタンプミル、ジョークラッシャー、ブラウンミル等を用い
、不活性ガス雰囲気中で行うことができる。水素を吸蔵させた後、粉砕を行う水素吸蔵粉
砕を行うこともできる。粗粉砕工程においては、原料合金を、粒径が数百μｍから数ｍｍ
程度となるまで粉砕を行う。
【００２４】
　微粉砕工程は、粗粉砕工程で得られた粗粉末を微粉砕して、平均粒径が数μｍ程度の原
料微粉末を調製する。原料微粉末の平均粒径は、焼結後の結晶粒の成長度合を勘案して設
定すればよい。微粉砕は、例えば、ジェットミルを用いて行うことができる。
【００２５】
　成形工程は、原料微粉末を磁場中で成形して成形体を作製する工程である。具体的には
、原料微粉末を電磁石中に配置された金型内に充填した後、電磁石により磁場を印加して
原料微粉末の結晶軸を配向させながら、原料微粉末を加圧することにより成形を行う。こ
の磁場中の成形は、例えば、１０００～１６００ｋＡ／ｍの磁場中、３０～３００ＭＰａ
程度の圧力で行えばよい。
【００２６】
　焼結工程は、成形体を焼成して焼結体を得る工程である。磁場中成形後、成形体を真空
もしくは不活性ガス雰囲気中で焼成し、焼結体を得ることができる。焼成条件は、成形体
の組成、原料微粉末の粉砕方法、粒度等の条件に応じて適宜設定することが好ましいが、
例えば、１０００℃～１１００℃で１～１０時間程度行えばよい。
【００２７】
　熱処理工程は、焼結体を時効処理する工程である。この工程を経た後、Ｒ２Ｔ１４Ｂ主
相結晶粒子の円磨度Ａおよび粒界相の幅が決定される。しかしながら、これらの微細構造
はこの工程のみで制御されるのではなく、上記した焼結工程の諸条件及び原料微粉末の状
況との兼ね合いで決まる。従って、熱処理条件と焼結体の微細構造との関係を勘案しなが
ら、熱処理温度及び時間を設定すればよい。熱処理は４００℃以上、焼結温度以下の温度
範囲で行えばよいが、８００℃近傍での熱処理を行った後５５０℃近傍での熱処理を行う
というふうに２段階に分けて行ってもよい。熱処理の降温過程における冷却速度でも微細
組織は変動するが、冷却速度は、１００℃／分以上、特に３００℃／分以上とすることが
好ましい。本発明の上記時効によれば、冷却速度を従来よりも速くしているので、粒界相
における強磁性相の偏析を効果的に抑制させることができると考えている。よって、保磁
力の低下、ひいては高温減磁率の悪化を招く原因を排除することができる。原料合金組成
と前記した焼結条件および８００℃近傍の熱処理条件を種々設定することにより、主相結
晶粒子の形状を制御することができる。ここでは主相結晶粒子の形状の制御方法として熱
処理工程の一例を述べたが、次に述べるような組成的要因によっても主相結晶粒子の形状
を制御することは可能である。
【００２８】
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　本発明者等の実験に基づく知見によれば、主相結晶粒子を構成するＲ、Ｔ、Ｂ元素以外
の添加元素を適宜選択することにより、８００℃近傍の高温熱処理において、主相の角部
を溶解させ、主相結晶粒子の角部を丸くするとともに、粒界相にＲ、Ｆｅといった元素が
析出するものと考えられる。このメカニズムに立脚すると、原料合金をＲリッチ組成とし
て粒界相に非磁性のＲリッチ相を析出させるとともに、添加元素として、Ｒ、Ｔを取り込
んで反強磁性もしくはフェリ磁性などの強磁性とは異なる磁気構造を有する化合物を形成
する元素を選ぶことが好ましい。具体的には、Ａｌ、Ｇｅ、Ｓｉ、Ｓｎ、Ｇａなどを添加
するのが良いが、強磁性とは異なる磁気構造をもつ化合物を形成するものであればこれ以
外でも良い。このように粒界相に非磁性のＲリッチ相を析出させたり、粒界相が反強磁性
もしくはフェリ磁性の化合物にすると、主相結晶粒子の磁気的孤立化が起こりやすくなり
高温減磁率の抑制等、優れた磁気特性を持つ磁石となる。
【００２９】
また、得られた希土類磁石中に含まれるＯについては、不活性ガス融解－非分散型赤外線
吸収法により、Ｃについては、酸素気流中燃焼－赤外吸収法により、Ｎについては、不活
性ガス融解－熱伝導度法により測定することができるが、本実施形態の希土類磁石の組成
は、上述したように元素Ｔに較べ元素ＲがＲ２Ｔ１４Ｂの化学両論比よりも過剰となるよ
うにするとともに、含有するＣ、Ｏ及びＮの原子数を、それぞれ［Ｃ］、［Ｏ］、及び［
Ｎ］としたとき、［Ｏ］／（［Ｃ］＋［Ｎ］）＜０．６０となる関係を満たすことが好ま
しい。このように構成することで、高温減磁率の絶対値を小さく抑制できる。
【００３０】
　次に、本発明を具体的な実施例に基づきさらに詳細に説明するが、本発明は、以下の実
施例に限定されない。
【実施例】
【００３１】
　Ｒ元素としてＮｄ、Ｔ元素としてＦｅを用い、また粒界相を形成するための添加元素と
してＣｕ、Ｇａを用い、希土類磁石の原料金属を準備し、
　Ｎｄ：　３１．０８質量％、
　　Ｂ：　　０．９５質量％、
　Ｇａ：　　０．７２質量％、
　Ｃｕ：　　０．１０質量％、
　Ｆｅ：　残部（不可避不純物等を除いた部分はＦｅ）、及び、
　その他不可避不純物等が１質量％以下
からなる組成の各元素を溶解し、ストリップキャスティング法により、原料合金を作製し
た。尚、より厚い粒界相とするために、上記組成よりもさらにＮｄリッチＧａリッチの組
成としても良い。次に、得られた原料合金に水素を吸蔵させた後、Ａｒ雰囲気で６００℃
、１時間の脱水素を行う水素粉砕処理を行った。その後、得られた粉砕物をＡｒ雰囲気下
で室温まで冷却した。
【００３２】
　得られた粉砕物に粉砕助剤としてオレイン酸アミドを添加、混合した後、ジェットミル
を用いて微粉砕を行い、平均粒径が３～４μｍである原料粉末を得た。
【００３３】
　得られた原料粉末を、低酸素雰囲気下において、配向磁場１２００ｋＡ／ｍ、成形圧力
１２０ＭＰａの条件で成形を行って、成形体を得た。
【００３４】
　その後、成形体を、真空中で１０６０℃、３時間焼成した後、急冷して焼結体を得た。
得られた焼結体に対し、表１及び表３に示すように熱処理温度、時間及び熱処理の降温過
程における冷却速度を変え、主相結晶粒子の円磨度の異なる複数の試料を準備した。尚、
上記したように主相結晶粒子の円磨度は、原料合金組成、焼結条件によっても変化させる
ことができる。
【００３５】
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【表１】

【００３６】
　以上のようにして得られた試料につき、先ず高温減磁率を測定し、次に断面を電子顕微
鏡により観察し、円磨度の測定および粒界相の観察を行った。円磨度に関してはそれぞれ
大きさの異なる五個の粒子につき測定し、これら測定値の平均をその試料における円磨度
とした。表２には実施例および比較例の一つの主相結晶粒子に対する円磨度測定の具体例
を示す。実施例１の評価事例とした主相結晶粒子は１０個の角部を持ち、それぞれの角部
に内接する円の半径は表２に示すような値となった。また比較例１の評価事例とした主相
結晶粒子は７個の角部を持ち、それぞれの角部に内接する円の半径は表２に示すような値
となった。それぞれの実施例・比較例につき、残り４個の結晶粒子についても同様の測定
を行い、その平均を求めて円磨度とした。
【００３７】
【表２】

【００３８】
また、得られた希土類磁石中に含まれるＮ、Ｃ、Ｏ素の原子数を、それぞれ［Ｃ］、［Ｏ
］、［Ｎ］としたとき、各試料の［Ｏ］／（［Ｃ］＋［Ｎ］）の値を算出し、表３に示し
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た。希土類磁石に含まれる酸素の量及び窒素の量は、粉砕工程から熱処理工程に至るまで
の雰囲気を制御し、特に粉砕工程での雰囲気に含まれる酸素の量及び窒素の量の増減調整
により、表３の範囲に調整した。また、希土類磁石に含まれる原料に含まれる炭素の量は
、粉砕工程で添加する粉砕助剤の量の増減調整により、表３の範囲に調整した。
【００３９】
【表３】

【００４０】
　図１は、他の実施例、比較例に対しても上記のようにして円磨度Ａを評価し、この円磨
度Ａと高温減磁率Ｄとの関係を示したグラフである。図１より円磨度Ａが０．２４以上と
なる点を境として、高温減磁率Ｄの抑制効果が格段に向上しているのが解る。
【００４１】
　図３は本実施形態に係る希土類磁石の微細構造を示す断面写真である。この希土類磁石
の円磨度Ａは０．３１であり、高温減磁率は－０．２７％と極めて低く抑制されている。
図３より、丸みを帯びた主相結晶粒子の間には、極めて大きな粒界相が形成されているの
が解る。上記したように高温熱処理時に主相結晶粒子の角部を融解させ、これをもとに厚
い粒界相を形成することにより、主相結晶粒子の表面を滑らかにするとともに磁気的に孤
立させることが出来ている。この粒界相の組成分析を行うと、Ｎｄが９０ａｔ％であるＮ
ｄリッチ相、Ｆｅ元素を含んでも反強磁性とされるＮｄ６Ｆｅ１３Ｇａ化合物相などが形
成されていることを確認できた。合金原料組成をＲリッチな組成とし、さらにＧａ等を添
加することにより粒界相を強磁性ではない磁気構造とすることができ、よって主相結晶粒
子の磁気的孤立化を達成している。
【００４２】
　図４は、比較例である希土類磁石の微細構造を示す断面写真である。この比較例は上記
した実施例とほぼ同一の組成であるが、高温熱処理等が不十分であるため、主相結晶粒子
は角ばった形状となっている。この比較例の希土類磁石の円磨度Ａは０．１５であり、高
温減磁率は－２．３％と大きい。
【００４３】
また、表３に示すように、本発明の条件を満たす実施例１～５の試料では、焼結磁石に上
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、次のような特定の関係を満たしている。すなわち、Ｏ、Ｃ及びＮの原子数を、それぞれ
［Ｏ］、［Ｃ］及び［Ｎ］としたとき、［Ｏ］／（［Ｃ］＋［Ｎ］）＜０．６０となる関
係を満たしている。このように、［Ｏ］／（［Ｃ］＋［Ｎ］）＜０．６０であることによ
り、高温減磁率Ｄを効果的に抑制させることが可能であった。
【００４４】
　上記実施例をもとに説明したように本発明に係る希土類磁石は、Ｒ２Ｔ１４Ｂ主相結晶
粒子を円磨度Ａが０．２４以上となるように丸みを帯びた形状とすることで、主相結晶粒
子に隣接して形成される粒界相の幅を厚くすることと相俟って、高温減磁率が低く抑制さ
れる。
【００４５】
　以上、本発明を実施の形態をもとに説明した。実施の形態は例示であり、いろいろな変
形および変更が本発明の特許請求範囲内で可能なこと、またそうした変形例および変更も
本発明の特許請求の範囲にあることは当業者に理解されるところである。従って、本明細
書での記述および図面は限定的ではなく例証的に扱われるべきものである。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明によれば、高温環境下においても使用可能な希土類磁石を提供できる。
【符号の説明】
【００４７】
　１　　主相結晶粒子
　２　　粒界相

【図１】 【図２】
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